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2024年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績値との差異 

及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

2023 年８月２日に公表いたしました 2024 年３月期の第２四半期連結累計期間の業績予想と本日公表の実

績値において差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、2024 年３月期通期の連結業

績予想を下記の通り修正いたしましたので併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 第２四半期連結累計期間の業績予想と実績値との差異について 

（2023 年 4月 1日から 2023年９月 30日） 

   
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 

（2023 年８月２日公表） 
40,800 10,300 11,000 8,500 105.40 

実績値（B） 43,930 13,307 14,201 10,506 130.27 

増減額（B－A） 3,130 3,007 3,201 2,006  

差額率（％） 7.7 29.2 29.1 23.6  

（ご参考）前第２四半期実績 

（2023年３月期第２四半期） 
30,630 5,346 5,608 3,010 37.37 

 

 

２．2024年３月期通期連結業績予想数値の修正について 

（2023 年４月 1日から 2024 年３月 31日） 

   
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 

（2023 年８月２日公表） 
84,100 17,000 18,000 12,000 148.81 

今回修正予想（B） 89,300 18,800 20,200 14,400 178.51 

増減額（B－A） 5,200 1,800 2,200 2,400  

差額率（％） 6.2 10.6 12.2 20.0  

（ご参考）前期実績 

（2023 年３月期） 
72,624 13,247 13,724 8,158 101.22 
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３．差異及び修正の理由 

 

（１）第２四半期連結累計期間の業績予想と実績に差異が生じた理由 

当第２四半期連結累計期間におきまして、国内の店舗・テーマパークでは、社内施策が順調に進んだ

ことに加え、国内客・外国人観光客による人流の活発化に伴い客数が大幅に増加し、売上高が計画を上

回って推移いたしました。ライセンス事業におきましても、国内・海外ともに引き続き複数キャラクタ

ー展開等の戦略的な施策が奏功し、ロイヤルティ売上高が計画を上回りました。その結果、連結ベース

での売上高が 31 億円増加しました。また、営業利益は、国内・海外ともに売上高が計画を大幅に上回っ

て進捗したことに加え、中期経営計画に沿った構造改革の諸施策を実行し、営業費用をコントロールし

たことで収益性が向上したため、30 億円増加しました。経常利益は、営業利益の増加等により 32 億円増

加しました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、経常利益の増加等により 20 億円増加しました。 

 

（２）通期連結業績予想の修正の理由 

当第２四半期連結累計期間におきまして、外部環境面で欧州における紛争の長期化、物価上昇、供給 

  面での制約、金融資本市場の変動等の影響により先行きが不透明な状況が続いておりますが、連結業績 

  が計画を上回って着地したことを受け、通期連結業績予想に織り込むとともに、第３四半期連結会計期 

  間以降におきましても計画を見直した結果、通期連結業績予想を修正するものであります。 

 

※上記予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により

大きく異なる可能性があります。 

 

 

 

 

以 上 


